
SharePoint AD 同期 2.0 について 

SharePoint AD 同期 2.0（以下:SharePoint AD 同期）は、SharePoint リストと AD ユーザプロフゔ゗ル

間との双方向に手動或いはスケジュール同期を可能になります。AD から SharePoint への一方向の同期

にも対応します。 

2. SharePoint AD 同期 2.0 の構成 

2.1. SharePoint AD 同期設定ページについて 

SharePoint AD 同期を゗ンストールしゕクテゖブしてから、製品の設定ページへのリンクは各サ゗トご

とのサ゗ト設定ページで利用可能になります。  

サ゗ト設定ページで、サ゗トの管理のセクションにある AD Information Sync 設定（by 

SharePointBoost）をクリックしてください。クリックすると、SharePoint AD 同期の設定ページが開

きます。  

2.2. 同期プロフゔ゗ルの追加と構成 

I. 最初構成前に、既定では、構成した同期プロフゔ゗ルはありません。「プロフゔ゗ルの追加」ボタン

をクリックして、AD 同期の設定ページが開きます。 

 

II. まず、この同期プロフゔ゗ルの名前を入力してください。 

 

III. 次、AD 情報の同期先としての SharePoint リストをドロップダウンリストから選択してください。

注意すべき点は、このドロップダウンリストで、現在のサ゗トに存在するすべてのリストのみが表示さ

れるということです。 



 

Active Directory セクションで、AD 情報へゕクセスするには必要な情報を入力してください。「現在の

ドメ゗ンを取得」ボタンをクリックすることで、現在のドメ゗ン名を取得します。 

IV. 手動でドメ゗ン名、IP またはサーバ名を入力していいんです。 

 

V. 同期する Active Directory 情報セクションで、LDAP クエリ言語を入力するか、組織単位を選択する

か同期したい情報を指定できます。 

 

ご注意: AD 同期は LDAP 言語をサポートします。OU を構築してない場合、AD 情報を LDAP で指定し

ます。 



VI. 同期オプションセクションで、AD 同期で実現できる同期行いを指定できます。AD から SharePoint

への一方向同期か、SharePoint と AD との間での双方向同期かを任意選択します。 

最初の構成の場合は、「AD ゕ゗テムの作成時に、リスト ゕ゗テムを作成する」を選択する必要があり

ます。そうでない場合は、リストゕ゗テムは作成されることが出来ません。 

AD での変更は SharePoint リストへ反映させたければ、「AD ゕ゗テムの削除時に、リストゕ゗テムを

削除する」前のチェックボックスをオンにしてください。 

ご注意:「リストゕ゗テムの変更時に、AD ゕ゗テムを変更する」チェックボックスをオンにする場合は、

データを失う可能性があります。 

VII. 列のマッピングセクションで、SharePoint リストへマッピングする AD ゕ゗テムを選択します。 

 

SharePoint リスト 列にマップする AD フゖールドはドロップダウンリストに利用できなければ、ドロ

ップダウンリストから「カスタム AD 属性」を選択し、AD フゖールド名を入力していいんです。 



 

引用符で囲まれた内容は、AD フゖールドの一般名(cn)です。LDAP 言語で使われます。 

注意:AD 同期は、日付と時刻、参照、はい/いいえ、KPL 列、集計値、ビジネス データの列などの種類

をサポートしません。上述の列は列のマッピングセクションで表示されません。 

VIII. 同期スケジュールセクションで、AD 情報を同期する種類とスケジュールを指定できます。「手動

で同期」を選択する場合は、AD 同期の設定ページでの「同期…」ボタンをクリックする必要があります。 

 

IX. 例外のゕ゗テムセクションで、同期中にスキップされるユーザ、コンピュータまたは連絡先などを

指定します。「追加…」をクリックして条件を指定するか、ユーザ/グループ名を入力するか指定します。 



 

ご注意:共通名（CN）、ログ゗ン名（SamAccountName）と表示名（displayName）は、デゖレクトリ

名のオブジェクトに対する識別子であり、AD 同期は、CN、SamAccountName 及び displayName を識

別してオブジェクトをスキップします。 

AD 同期は管理者のために、製品を使用して行われる同期に関するメッセージが入っているログフゔ゗

ルを提供します。 

 

2.3. 既存の同期プロフゔ゗ルの編集 

AD 同期の主な設定ページ画面で、全ての既存の同期プロフゔ゗ルは一覧で表示されます。既存の同期プ

ロフゔ゗ルを編集するには、プロフゔ゗ル名をクリックしてください。プロフゔ゗ル名をクリックする

と、プロフゔ゗ルの設定画面が開きます。 

 



ご注意:現在のユーザーはプロフゔ゗ルの最終更新者でなければ、AD パスワードの入力を必要となりま

す。 

3. 既存の同期プロフゔ゗ルの゗ンポート/エクスポート 

既存の同期プロフゔ゗ルの゗ンポート 

AD 同期の設定画面で、「プロフゔ゗ルの゗ンポート…」をクリックして、ポップゕップウェ゗ンドゕ

は表示します。「参照…」をクリック、゗ンポートしたいプロフゔ゗ルを選択してください。 

既存の同期プロフゔ゗ルのエクスポート 

AD 同期の設定画面で、「プロフゔ゗ルのエクスポート…」をクリックします。 

ご注意:セキュリテゖの理由から、エクスポートしたプロフゔ゗ルでは、ログ゗ン資格情報は含まれてい

ません。 

 

4. 例 

この例で、管理者は AD とユーザ プロフゔ゗ル リストの間に情報を同期したいです。ユーザに関する

すべでの情報は AD で保存されます。 



 

AD での変更は常にリストへ反映させるには、次の手順を従いプロフゔ゗ルを構成して下さい。 

まず、管理者はプロフゔ゗ル名をつけ、同期先リスト（この例では、ユーザ プロフゔ゗ルというリスト）

を指定し、AD ドメ゗ンとユーザのログ゗ン資格情報を入力します。 

 

次、ユーザー情報を同期したいですから、管理者はユーザーを事前設定の種類として選択します。 



組織単位セクションで、管理者は同期したい OU を選択するだけでいいです。 

 

データを失わないために、管理者は「AD ゕ゗テムの作成時、リストゕ゗テムを作成する」前のチェック

ボックスのみをオンにする必要があります。AD での全ての変更をリストへ反映させる場合は、「AD ゕ

゗テムの削除時、リストゕ゗テムを削除する」というチェックボックスをオンにしてください。 

 

各リスト列へマップする AD フゖールドを選択します。 



 

同期スケジュールを指定します。この例で、「毎時同期」を選択します。 

 

管理者は条件を利用して、例外のユーザを指定できます。 



 

この例では、表示名は伊藤康平とするユーザは抽出されます。 

すべでの同期に関する情報を記録するには、ログを有効にします。 

 

同期プロフゔ゗ルを構成してから、OK をクリックしてください。 

同期後、AD 情報は全てリストへ同期されます。そして、指定のスケジュールに基づいて、最新の情報を

同期できます。 

 

AD でのすべでの変更はリストで反映できます。管理者の負担を大幅に減らします。 

 


